
2021年度第２回 東京都言語聴覚士会・埼玉県言語聴覚士会共催

聴覚領域研修会

日時

方法

2月27日（日） 13：00～15：00
※12：45よりアクセス可

Zoomミーティング

2022年

一般社団法人東京都言語聴覚士会 ・ 一般社団法人埼玉県言語聴覚士会

※参加申し込みをされた方へ、個別にURLをお送りします
※後日オンデマンド配信（見逃し配信）の予定はありません

担当：野原（東京都言語聴覚士会）・岡田（埼玉県言語聴覚士会） お問い合わせ先：a.nohara@thu.ac.jp（野原）

講 演 内 容

『思春期特有の聴覚障害児の課題』

高井 小織 先生

参加費

申込方法 右のQRコード、もしくは下記お問い合わせ先まで、①お名前、
②所属（職種）、③連絡先（mail）、④都県士会員（会員番号）の有無
をお知らせください。
※連絡先は、講義資料（PDF）が添付できるアドレスを記載してください。

（携帯電話のキャリアメール以外の登録をお願いします。）

お申込みフォーム

埼玉県立特別支援学校坂戸ろう学園地域支援部

第Ⅰ部

第Ⅱ部 後藤 克彦 先生

京都光華女子大学健康科学部医療福祉学科准教授

関東圏都県言語聴覚士会
（茨城・栃木・群馬・千葉・埼玉・東京・神奈川・山梨）

関東圏以外の会員及び非会員 2000円
（入金先については、申し込みの際にご記入頂くメールアドレスに

お知らせ致します。）

無料

通常学級に通う難聴児童の様子と自己認識学習について、１.難聴児童の学校での様子（学校
の対応など）、２.障害受容、障害認識（自己理解）について、３.高校受験に際してのリスニ
ングの合理的配慮についての３つの項目でお話をしていただきます。

『思春期以降の縦軸・横軸の中で大切にしたいもの
～聴覚障がいのある若者の言語運用・自己開示・権利擁護意識の発達～』

聴覚障害のある方への支援を行う上で、各ライフステージで生じやすい課題を理解する必要があります。
とくに思春期では、それまでの課題が顕在化するもしくは新たな課題を呈しやすく、支援には様々な知識
や経験が求められます。
今回、お二人の講師の先生をお招きし、思春期特有の聴覚障害児の課題について、様々な視点からお話

いただき、今後の支援についての理解を深めていきたいと思っています。

『通常学級に在籍している児童生徒への支援の現状と課題』
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